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前知爪南国Trlのビニールハウス地相のイエ′ヾェの;rQ冊大発生地城を中心にして, 19地t,Rよりイエ

バェを採袋し,殺虫剤感受性について調禿した.malathion,γ-BHCに拡抗性をしめし,allcthrI'n

についても耐性がつきつつあることがわかっナ∴

杯ら (1972)2)は高知県内のイエバエの殺虫剤感受

性の調査を行ない一部を報告した.今回はイエバエの

苅71'lr発生地区である両国TTfを巾心にし,殺虫剤が折繁

に班用され.班抗椎が発達した場令の対策のJt.q･礎とす

ろべく評細なImf王を火施したので紙料 こついて印LDす
ち.

本文に入るに際し,イエバエの採災や究験にt(U,力さ

れた研完封の各位に謝志を裂すろ.

実験材料および方法

1) 供試昆虫

実験に班JT]したイエバエMuscadomesErcavl'cina

Maquart･は,冬ig]におけるイエバエの大発生聯とな

るビニールハウス地相である,柄同市の十市地区の氾

);!地相で採班した.

採取 ま十TrJ-と呼ばれる地域の八丁部落を起点として

札切部筋の問を100m問隅で10地点を選んで行なった.

これも.爪辺布野戎三岡線を暁にして内陸部 (山手と呼
ぶ)と桁JiL･線 (WWtl.と呼ぶ)を平行して実施した.こ

の巾は約150mである.採災した系統名は山手1から

10とHWltlから10として盤刃!した.

ハエの発生は山手よりも桁榊 こ多く,殺虫剤の柁布

も折繁である.採集した仰川本は研究室に持帰り大兄に

和WlL,2代目のものを用いた.採取朋間は昭和47年

7月3日から23日の問に実施した.

比較に用いたイェバ工は研究室で累代飼育中の高槻

系と十叩系で,十市系は昭和46年に桁岸1の点で採災

したものであろ.

2) 供試薬剤

実験にmいた殺虫剤は pyrcthrins,allcthrin.DD･

VP,malathion,diazinon,Sumithion,bromophos.

γ-BHCの8研Wlで,いずれも工Ttm原体である.

3) 実験方法

実験は通常の局所舶用比によってrJなっ1=.tlt.'J洗

剤をアセトンで所定肌皮に和即し,孤_n江別粥でイエ
バエの胴部背板部に0･5/Etあて桐下し,桝を与えて

25oCの飼育室に移し,24時間後の致死山故を観察し

た.実験は1回1氾皮区に20匹の雌成dlを用い.3迎

区制で3阿反配突出した.

央鼓桔果および考察

災験紡矧 ま24時Itq後の致死率から LD6｡伯を求め,

郡1表に空迄理した如くである.

ハエの発LL凪 殺山刑の拙作卯皮からILJq･･と桁TTt･で

は殺虫剤感受椎に京王只があるのではないかと抑定して

いたが,いずれの矛'lill剤についてもイJ㍊Z三がなかっ
た.

また.いずれの才tdl剤についてもm和116咋柁班の十

Trf系や朽槻系に比恨して払い帆''dが概がされろ.こと

に,malathionにおいては札幌系l)にはおよはないが

拡抗性が発通しつつあるものといえる. また γ-BHC

についても山手4の 10.194/Eg,LJJ手6の 28･150FLg,

山手7の36･118ILgと試供系に比幌して強い抵抗性をし

めす.WE3);!8.湘Jil･9も同様のことがいえる.

なお.江芯を'Atiする点は pyrethrinsに対して山手,

前川･の両系統ともに 1.0僻 を越えるものの現われた

ことである.ことに.allethrinにおいては耐性をし

めしつつあり,共力剤の混用剤を検討する必要があ

ち.

最 も効果的といえるものは DDVPで,充分なる効

果が得られる.しかし.同じ殺虫剤を迎mすることは

好ましくないので.新しいピレスロイドも利mして計

耐 付な撒布が必要と考える.

以上の紡架から.折抗性の刑でEを行なう物介,かな
りの肺耶をおいて柁処しても良く,むしろTlflll位か郡

叩b'T.の調-lEが全般的なWIFl]を知ろためには有利といえ

ち.

今按必班なことは7Tf町村内に所正の採災点を定め

て.付叩.犯山剤の感受性を刑f王し,撒布するべき殺

山剤を退定する糾爪を作ることではないかと考える.
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Table1. LD8｡Valuesofeightinsecticidesto19Coloniesofthehousefly

collectedinNangokucity(〝g/fly)･

Insecticides
colonyname

Pyrethrins Allethrin DDVP Sumithion Diazinon Bromophos Malathion r-BHC

Tochi(1971)*
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Summary

A numberoEthehouseflies,Muscadomeslica

34

7.279

4.542

vict'naMacquart.,werecol1cctedfromdwellings

in19districtsinNangokucity,KochiPrefecture.

Susceptibilityoffemalefliestoeightinsecti･

cidesincludingr-BIiC,DDVP,diazinon,bromo･

phos,sumithion,malathion,pyretbrinsandalleth･

rimweretestedbythetopicalapplicationmethod.

TheLD5｡Valuesofthe19coloniesarcshown

inTable1.Theseresultsseemtoshowll一atthe

developmentof r-BHC resistance,malathion

resistanceandallethrintorelanceinthehousefly.


